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Ⅰ はじめに 

 

新 学 習 指 導 要 領 で は「 主 体 的・対 話 的 で 深 い 学 び 」の 実 現 に 向 け た 授 業 改 善 を 通

し て 資 質・能 力 を 育 む 効 果 的 な 指 導 が 求 め ら れ て い ま す 。そ し て 、授 業 改 善 の 具 体

的 な 内 容 に つ い て は 、新 学 習 指 導 要 領 解 説 総 則 編 に お い て 、以 下 の 三 つ の 視 点 に 立

っ た 授 業 改 善 を 行 う こ と が 示 さ れ て い ま す 。  

 

①   学 ぶ こ と に 興 味 や 関 心 を 持 ち 、 自 己 の キ ャ リ ア 形 成 の 方 向 性 と 関 連 付 け な  

が ら 、見 通 し を も っ て 粘 り 強 く 取 り 組 み 、自 己 の 学 習 活 動 を 振 り 返 っ て 次 に つ  

な げ る 「 主 体 的 な 学 び 」 が 実 現 で き て い る か と い う 視 点 。  

 

②   子 供 同 士 の 協 働 、 教 職 員 や 地 域 の 人 と の 対 話 、 先 哲 の 考 え 方 を 手 掛 か り に  

考 え る こ と 等 を 通 じ 、自 己 の 考 え を 広 げ 深 め る「 対 話 的 な 学 び 」が 実 現 で き て  

い る か と い う 視 点 。  

 

③  習 得 ・ 活 用 ・ 探 究 と い う 学 び の 過 程 の 中 で 、 各 教 科 等 の 特 質 に 応 じ た 「 見  

方 ・ 考 え 方 」を 働 か せ な が ら 、知 識 を 相 互 に 関 連 付 け て よ り 深 く 理 解 し た り 、 

情 報 を 精 査 し て 考 え を 形 成 し た り 、問 題 を 見 い だ し て 解 決 策 を 考 え た り 、思 い  

や 考 え を 基 に 創 造 し た り す る こ と に 向 か う「 深 い 学 び 」が 実 現 で き て い る か と  

い う 視 点 。  

 

本 冊 子 は 、香 川 県 小 学 校 教 育 研 究 会 に「 主 体 的・対 話 的 で 深 い 学 び 」の 実 現 に 向

け た 授 業 改 善 に 関 す る 実 践 研 究 を 行 っ て い た だ き 、 提 供 い た だ い た ７ ５ 事 例 の う

ち ３ ０ 事 例 を ま と め た も の で す 。こ の 冊 子 が「 主 体 的・対 話 的 で 深 い 学 び 」の 実 現

に 向 け 、現 職 教 育 や 教 科 部 会 等 で 活 用 さ れ る こ と で 、よ り 、目 の 前 の 子 ど も の 実 態

に 即 し た 授 業 改 善 が 充 実 し て い く こ と を 願 っ て い ま す 。  

 

 な お 、本 冊 子 で 紹 介 で き な か っ た 事 例 に つ い て は 、県 教 育 セ ン タ ー の ホ ー ム ペ ー

ジ に 掲 載 し て い ま す の で 、 ぜ ひ ご 覧 く だ さ い 。  
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 叙述を基に、登場人物の人物

像を捉える力 

 

【変形クラゲ・チャート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本時の学習】 

 

 

 

 

 

 

 まず、登場人物３人の中から、ある場面において自分が考

えたい人物を１人選びました。そして、その場面が悲しい場

面かどうか確かめるために、人物の悲しさを表している部分

と悲しくない部分を見つけていきました。その際、「変形クラ

ゲ・チャート」を活用しました。 

 

 

 文章中から、言葉を見つけて想像するためには、その拠り

所となる「観点」が必要です。そこで、変形クラゲ・チャー

トの足を３本にし、「見たこと」「聞いたこと」「思ったこと」

を書き出すようにしました。さらに、「見たこと」の具体的な

観点として「表情」や「行動」、「景色」を、最初は教師が示

し、想像の根拠となるようにしました。そうすることによっ

て、文章中から探せばよい言葉が明確になり、国語の苦手な

児童も自分の考えをもちやすくなりました。 

  

次に、同じ人物を選んだ友達とグループを作り、自分の見

つけたことや想像したことを発表し合いながら、グループの

代表意見を作っていきました。友達の考えが「クラゲ・チャ

ート」上に整理され視覚化されているため、互いに分かりや

すく、共通点や相違点を見つけるのも容易になります。 

 最後に、全体の話合いの中で、他の人物との関わりを確認

していきました。 

 

 

 

 

 

 

 

【主体的な学び】小学校第４学年 国語科 単元「走れ」 

Ａ 考えるための観点を与え、思考ツールで考えを視覚化させましょう。 

＜学習前の児童の姿＞ 

国語は苦手。捉えどころがなく

て……。 

何を見つけたらいいの？ 

何を書いたらいいの？ 

＜学習後の児童の感想＞ 

教科書の文章の中から、何を見付けた

らいいかがよく分かったよ。 

友達と比べると、同じ言葉を選んでい

ても、理由が違うときがあって、なるほ

どと思ったよ。 

 

 

 

 

本時の流れ 

１ めあてを確認し、登場人物

3 人から、児童が自分の考え

たい人物 1 人を選ぶ。                    

２ 選んだ人物について、変形

クラゲ・チャートを使って、

自分の考えを書く。 

３ 同じ人物を選んだ友達とグ

ループを作って話し合い、グ

ループの代表意見を作る。 

４ 全体で発表し合う中で、そ

れぞれの人物との関わりを確

認していく。 

本時、こんな力を育てたい 

Ｑ 国語が苦手な児童も、進んで学習に参加するためにはどんな工夫がありますか？ 
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課題となる事例については、児童が日頃書いている文字か

らいくつか取り上げ、それを基に他のものを探すようにしま

す。〈グループ数＋１〉の事例が集まったところで、そのうち

の一つについて、後のグループ活動のモデルになるように、

細部を調べて書き分けるポイントをまとめます。そして、教

師が発表児童役となり、聞いた側がそれを基に書き分けてみ

て、質疑応答等の意見交換をします。 

以上の活動を、児童が「ミニ先生」となり、グループ発表

形態で順次学習を進めます。ここで重視したいのが、発表者

と聞き手双方にとって「主体的な学び」を促す言葉かけです。

発表者には「みんなポイントをすごく知りたがっているよ。」

などと、また、聞き手には「みんなのためにとてもくわしく

調べてくれているよ。」などと相手意識を高める支援が大変効

果的です。 

 

 

 
 
 

 

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本時の学習】 

 

 

 

 

                      

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２年生では、学習する漢字が増えるとともに日常で書く文

字量も多くなります。また、速く書くことが求められる場合

もあり、次のように字形が乱れて別の文字にとらえられてし

まう課題が出てきます。 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本単元の流れ 

１ 平仮名、片仮名、漢字、数

字を比較する中で、似ている

ために別の文字に捉えられが

ちなものを探す。                    

２ それらを３～５名程度のグ

ループごとに分担し、間違え

やすい文字の細部を調べる。

そして、正しく書き分けるた

めのポイントをまとめる。 

本単元、こんな力を育てたい 

「みんなのために」という意識

の下で、文字の細部まで比較し、

正しく書き分けるポイントを伝

え合う力 

３ みんなに伝えるために、発

表準備（間違ってしまう例、

ポイント、実際に書く場面等）

をする。 

【授業の概要】 

教師主導の授業では、児童は受

け身になりがちです。この点を踏

まえ、児童自身が「調べよう、伝

えよう」と主体的に活動し、発表

へと展開することによって、「よ

く聞こう、しっかり学ぼう」とク

ラス全体を高めることをねらっ

た実践事例です。 

４ グループごとに「ミニ先生」

として発表し、それを受けて

書く活動を展開する。その結

果に関して意見交換をするな

ど学び合いを進める。 

＜学習前の児童の姿＞ 

漢字ノートみたいに、直すところを担任の

先生が教えてくれるのかな？ 

【本単元の学習】 

【主体的な学び】小学校第２学年 国語科（書写） 単元「違いを確かめて正しく書き分けよう」 

Ａ 児童自身が「ミニ先生」となって活躍するグループ活動を取り入れてみましょう。 

＜学習後（約１か月後）の児童の感想＞ 

Ｑ 「教えられるポイント」から「学びたいポイント」へどのように転換させればよいですか？ 

発表者の視点から 

・自分がミニ先生で発表し

た文字は、今もずっと気

を付けて書き分けていま

す。 

・他にも間違えやすい文字

を見付けたので、みんな

に発表したいです。 

聞き手の視点から 

・ミニ先生から聞いた

ことは、今でもよく

覚えていて、そのよ

うに書いています。 
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 地域の様子には場所によって違

いがあることに気付くとともに、

地域の一員として、よりよい町づ

くりについて考えようとする力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本時に至るまで】 

 社会科の学習を始めるにあたって、「どうして社会科の勉強

をするのか」、子どもたちと一緒に考えました。そして、「よ

りよい社会をつくっていくために学習する」という目的を共

有し、主体的な学習になるよう取り組みました。 

 また、児童の生活体験や地域への思いを生かし、児童が「や

ってみたい」「できるかもしれない」と感じるとともに、正解

のない多様な考えが表出する課題を、「単元を貫く課題」とし

て設定することで、学習意欲を単元全体で継続させようと考

えました。「地域について調べたことをまとめ、地域のよさが

伝わる『おもてなしマップ』を作り、地域の人に発信しよう」

という単元を貫く課題を設定しました。 

 

  本単元の内容のねらいは、「地域の様子は場所によって

違いがあることを考える」ことです。そこで、「その場所

は、他の場所とどんな違いがあるかな」と比較させたり、

「他の場所や人とどんなつながりがあるかな」と関連付

けたりする発問を行いました。 

【本時の学習】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主体的な学び】小学校第３学年 社会科 単元「市のようす」

Ａ 児童一人一人の生活体験や地域への思いを生かせる課題を設定しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の流れ 

＜学習後の児童の姿＞ 

自分たちにしか作れない「おもてなしマップ」にするためには、私た

ちが生活の中で感じているその場所の特ちょうや、地域の人たちの思い

や願いを入れればいいね。みんなの「この地域のこんなところが好き。」

という思いをマップに入れて、たくさんの人に来てほしいな。 

１ 地域の方から聞いたことを

短冊にまとめて整理する。           

２ 短冊や自分たちの生活体験

をもとに、「おもてなしマッ

プ」に書き込む内容をグルー

プごとに考える。 

３ グループで考えたことを全

体で発表し、考えを深める。 

４ 友達との交流を通して学ん

だことなど、本時の学習の振

り返りをする。 

本時、こんな力を育てたい 

Ｑ 児童が、主体的に学習に取り組むには、どのような工夫がありますか？ 

 児童が生活の中で感じている素直な体験や思いを大切にすることが、主体的な学びにつながる。 

「おもてなしマップ」 

＜学習前の児童の姿＞ 

地域について調べ分かったことを地図に

まとめてみたよ。でも、このままでは地域

のよさは伝わらないな。私たちにしか作れ

ない「おもてなしマップ」にするためには

どうすればいいかな？ 

この場所は、「これか

らもみんなで守ってい

きたい」ことを書いたほ

うがいいな。 

この場所は、「もっとた

くさんの人に来てほし

い」ことを伝えたいな。 
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 （逆思考の問題において）問題場

面の数量関係をテープ図に表し、テ

ープ図をもとに正しい演算決定を

する力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【単元の概要】（全４時間） 

 本単元では逆思考の４つの類型

の問題を、テープ図を利用して解決

していく学び方を習得します。 

 増加や減少する問題場面で、その

まま演算決定につなげてしまう児

童がいます。そこで、テープ図をも

とに考えると正しく演算決定でき

ることを学び、図を使うことのよさ

を実感できるようにします。 

 

 

 

【本時の学習】（４時間目） 

 

 

 

 

◎ テープ図に表すよさを感じる場を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ テープ図を読み取るよさを感じる場を設定します。 

 テープ図と式だけを提示し、「気が付くことはない？」と 

尋ねます。 

 

     

 再度、問題文だけを提示し、たし算か、ひき算か尋ねま

す。読んだだけでは分かりづらいことを確認した後でテープ

図を提示すると、早く正しく演算決定ができることを実感で

きます。 

 

【主体的な学び】小学校第２学年 算数科 単元「かくれた数はいくつ」 

Ａ 演算決定するとき、図を使う良さを実感できる場を設定しましょう。 

＜学習前の児童の姿＞ 

今日も「かくれた数」を見つけて、求めるよ。 

本時、こんな力を育てたい 

Ｑ 問題解決の際に進んで図を利用しようとする態度を育成するためにはどのような工夫がありますか？ 

＜本時の問題＞ 

① 子どもがあそんでいます。 

② そのうち 13 人帰ったので 

③ （のこりは）１8 人になりまし

た。 

 

「かくれた数」

が「はじめの数」の

時はひき算で求め

たよ。（白帽） 

帰るお話はひ

き算だ。（白帽） 

たし算の人も、引

き算の人も困ってい

る人もいるね。どう

したらいいかな。 

たし算だと

思う。（赤帽） 

分からない

な。（無帽） 

テープ図をかくとできるよ。

今日もテープ図をかこう。 

「はじめにいた子ども

の数」は「残った子ども」

に「帰った子ども」をもど

すから、たし算で求める。

「かくれた数」がテープ図ぜんぶの時は

たし算、ぜんぶじゃない時は、ひき算だ。 

＜学習後の児童の感想＞ 

作ったテープ図を見ると、たし算になる

か、ひき算になるかがすぐに分かるよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の流れ 

１ 前時の問題（□+a=b）を振

り返り、本時の問題文を読む。 

３ 今まで学習した４種類の問

題とテープ図、式を提示し、

共通点について話し合う。 

４ 練習問題に取り組む。 

学習課題「テープ図をかいて『か

くれた数』をもとめよう」 

２ 本時の問題（□-a=b）をテ

ープ図に表し、「かくれた数」

を求める式を考え、「かくれた

数」を求める。 



− 6ー

 

 
 
 

 

 植物の成長条件を確かめる実験

の計画を立案する過程を通して、段

階的に条件を制御する能力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本時の学習】 

 

 

 

 

 

 

【もぎたてキュウリをかじりたいという強い目的意識の下、 

条件制御の考え方を活用しながら、問題解決をしていく学習】 

 

 

 

 

 

 上記の写真のように、キュウリを中心教材とし、一人一鉢

栽培で観察・実験を行うようにしました。 

 児童は、「もぎたてキュウリをかじって、店で買ってきたの

とは違う新鮮な歯ごたえとおいしさを味わいたい。」 という

強い目的意識をエネルギーとして、自分が育てているキュウ

リを成長させるために必要なことを探る問題解決を主体的に

展開していきました。 

 植物の成長条件を確かめる 

実験計画を立てる際には、ま 

ず一人一人が右のようなワー 

クシートにことばや絵を描き 

こんでいくことで、条件制御 

についての自分の考えを表現 

しやすいようにしました。 

 

 

 

 

 

 

さらに、グループでの話合いにおいては、各グループにワ

ークシートと同じ図が書かれてあるホワイトボード(写真右)

を配布し、アイテムカード(写真左)を用いて条件制御の実験

計画が表現しやすいように工夫しました。 

 以上のように、児童が追究して充実感や達成感を感じられ

る教材と出合わせることで、目的意識をもって主体的に学習

に取り組むことができるようにしました。 

【主体的な学び】小学校第５学年 理科 単元「植物の発芽と成長」

一人一鉢栽培しているキュウリ キュウリを観察する児童 

実験計画用ワークシート 

アイテムカード 実験計画をホワイトボードに表出 

＜学習前の児童の姿＞ 

発芽したキュウリが育って本葉が出てきたね。これ

からキュウリがより大きく成長するためには、どうす

ればいいのかな。 

＜学習後の児童の感想＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の流れ 

１ 育ちの違う三つのキュウリ

の苗を比較して、本時の学習

問題をつかむ。                    

２ キュウリが元気に育つため

に必要な条件を予想して整理

する。 

３ ２で整理した条件と成長と

の関係を調べるための実験計

画を立てる。 

４ 本時の学習を振り返り、次

時への意欲をもつ。 

本時、こんな力を育てたい 

Ａ 自然事象と自分の関わりが意識できる単元化・教材化をしましょう。 

Ｑ 児童が目的意識をもって学習するためにはどのような工夫がありますか？ 
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 野菜を育てることに関心をもち、

収穫への期待や思いを考えて、自分

で育てる野菜を決める力 

 

 

 

 

 

 

 

【本時の学習】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本時の学習】 

 

 

 

 

図鑑や園芸書を用意して、休み時間も自由に見られるよう

にしました。授業が始まる前から、興味をもって園芸書を見

ている児童や、友達と楽しそうに会話しながら図鑑を見てい

る児童の姿が見られました。 

授業の導入でも、図鑑等を見る時間を設け、自分たちで野

菜の苗の植え方や世話の仕方を見付けられるようにしました。 

その後、ワークシートに「選んだ理由」「どのように育って

ほしいか」「楽しみなこと」「心配なこと」などを書き、発表

し合いました。それぞれの理由等を交流することで、自分の

野菜に対する思いを深めました。「おいしいから」「好きだか

ら」という意見の他に、「苦手だ

けど、自分で育てたら食べられ

るかも」「家族がピーマンが好き

だから、収穫して喜ばせたいな」

「収穫したオクラを味噌汁に入

れて食べたいな」などの様々な

意見を聞くことで、「私も A さん

のように野菜のプレゼントがし

たい」など、「自分が選んだ野菜

を大切に育てていきたい」とい

う気持ちを強めることができま 【児童が書いたワークシート】 

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 教室に図鑑や園芸書を用意して自由に見られるようにし、自分で育てたい野菜

を決められるようにしましょう。 

＜学習前の児童の姿＞ 

おいしいから、ミニトマトを育てようかな。 

＜学習後の児童の感想＞ 

図鑑に育て方が載っていたよ。収穫したら、家族に食べてもらいたいな。ミニト

マトのサラダにして食べよう。虫に食べられないように、毎日世話を頑張るぞ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の流れ 

１ 図鑑や園芸書を見て、野菜

の苗の植え方や、世話の仕方

などについて調べる。 

４ 友達との交流を通して、野

菜を育てる際の自分の考えを

振り返る。 

本時、こんな力を育てたい 

Ｑ 児童が意欲的に飼育や栽培活動に取り組むには、どのような工夫がありますか？ 

【主体的な学び】小学校第２学年 生活科 単元「大きくなあれ わたしの野さい」 

 クラスや学校規模に応じて、図鑑で野菜について調べた後、種苗店に決まった金額のお金を

持っていき、その金額の中で買える苗を選んだり、種苗店の種の売り場で店員さんに相談しな

がら育てやすい苗を自分で決めたり、お家の人と一緒にスーパーマーケットや種苗店に行き、

家族のアドバイスを聞いて家族の食べたい野菜の苗を選んだりするなどの工夫をすることで、

さらに意欲的に活動に取り組むことができます。 

３ 同じ野菜を選んだ児童同士

でグループを作り、意見交流

をする。 

２ 自分が育てたい野菜を選

んだ後、その理由や、どの

ように育ってほしいか、楽

しみなこと、心配なことを

考えて書く。 
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 思い描く様子を楽器の音色や強

弱、音の重なりなど、音楽のもとを

用いて表現する力 

【授業の概要】 

 ラテン楽器に触れ、曲に合わせて、

演奏する学習です。 

ここでは、自分たちが思い描いた

様子に合わせていろいろな楽器の

音色や組合せを考え、演奏する発展

的な学習を設定しました。自分の表

現したい様子を選択し、同じ様子を

選択した者で楽器や音色などを考

えたり話し合ったりする活動を積

極的に取り入れるようにしました。 

 

 

 

 

【本時の学習】 

 

 

 

 

 

グループ発表を行い、互いにアドバイスをし合う場を設定

しました。各グループは自分たちが考えた様子に合わせて楽

器を選び、リズムを選択して演奏しました。 

 

「花火」という様子であれば「打ち上げ花火」と「線香花

火」というように具体的な様子を考えて音で表現していきま

した。発表後、自分たちの様子に本当にぴったりかどうかを

考えるために、もらったアドバイスを基に、グループの話合

いタイムを設けました。実際に音を出して演奏してみたり、

違う楽器で比較してみたりしながら、「自分たちが演奏した

い様子」に近いのはどちらかをしっかり考えさせるようにし

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ グループ活動の中で意見交換をくり返し行う場を設定しましょう。 

＜学習前の児童の姿＞ 

グループのみんなで考えた様子は音楽

を通して伝わるかな。音色や強弱、音の重

なりを使ってしっかり表現するよ。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

      

 

 

 

 

 

本時の流れ 

１ 前時、グループ発表をした

ＶＴＲを視聴し、前半３ｸﾞﾙｰ

ﾌﾟの改善点を確認する。 

２ 本時のグループ発表を行

い、残り後半３ｸﾞﾙｰﾌﾟの改善

点について意見交換を行う。 

３ グループごとにアドバイス

を基に話し合い、改善点を吟

味し、よりよい音楽を考え

る。 

４ 話し合い、工夫することで

より良くなった音楽の発表を

行う。 

本時、こんな力を育てたい 

Ｑ 新しい課題に気付かせ、学習意欲を継続させるにはどうすればいいですか？ 

【主体的な学び】小学校第３学年 音楽科 題材「くりかえすリズムやせんりつを合わせよう『まほうのチャチャチャ』」 

思い浮か

べた様子を

絵や言葉で

表現しまし

た。 

＜学習後の児童の感想＞ 

同じ様子を表現するのにもいろい

ろな音の楽器を用いたり、演奏の方

法や強弱を変えたりして工夫するの

が楽しかったよ。自分たちでしっか

り考えていたけど、アドバイスを参

考にしたらイメージにもっとぴった

りの演奏になったよ。 
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「多様な表現が可能」「何度も試せる」等の教材の特性

が、主体的な学びのための大きな支援になります。そして、

表現を自由に試す時間を確保する中で、「わぁ！」「きれ

い！」等のつぶやきが見られた児童に、「なぜそう感じた

の？」「どのように懐中電灯の光を当てたの？」と問いかけ

ます。その問いかけによって、児童は、「懐中電灯の光を～

すると、…な感じの光の模様が表れてきれいだよ」等、「形」

「色（明暗）」「組合せ」の視点に着目して、表現の面白さ

を感じ取るようになります。そして、全体交流において、

個々が感じ取ったことを整理しながら、面白い光の表現を

表すための視点を共有していきます。視点を共有した上

で、再度、試行錯誤する場を保障することで、児童は、表

したいイメージを見出し、見通しをもって活動を展開する

ようになります。 

 

形や色（明暗）、組合せに着目

して光の表現の面白さを捉え、

そこから表したいイメージを見

出す力 

 

 
 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【題材について】 

光を当てた部分だけ、光の模様が

残る「夜光シート」という素材を用

います。光の残像は、時間がたてば

消えて元に戻るため、何度も表現を

試すことができます。また、特別な

技能を必要としないので、どの子ど

もも様々な表現の可能性を探るこ

とができます。面白いと感じた光の

模様を子ども自身がデジタルカメ

ラで記録していくことで、表現の変

容を感じ取ることができます。 

 

 

 

【本時の学習】 

児童は、以下の課題意識をもって学習をスタートしました。

そして、児童自身が課題解決の見通しをもつために、自由に

表現を試す場を保障し、自分なりに面白いと感じる表現やそ

の表し方を見付けていきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主体的な学び】小学校第３学年 図画工作科 題材「光のアートパフォーマンス」 

Ａ 表現を試す場を保障し、一人一人が課題解決の見通しをもてるようにしましょう。 

＜学習前の児童の姿＞ 

光の当て方によって、表れる光の模様の

感じが様々に変わるね。どうすれば面白い

光の模様が表れるだろう。 

＜学習後の児童の感想＞ 

光の当て方を変化させると、光の模様にも変

化が表れて面白いよ。「形」や「色（明暗）」な

どに注目すると、イメージが膨らんできたよ。

わたしのイメージは～だから、懐中電灯の光の

当て方を…するとよさそうだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の流れ 

１ 夜光シートにどのように光

を当てると面白い模様（残像）

が表れるか考えながら試す。 

２ 活動１で面白さを感じた表

現とその表し方を交流する。 

３ 活動１・２を通して得た気

付きをもとに、再度、どのよ

うに光を当てると面白い模様

が表れるか試す。 

４ 本時の振り返り（面白いと

感じた表現やその表し方、見

出したイメージ等）をし、次

時のめあてをもつ。 

本時、こんな力を育てたい 

Ｑ 主体的に表現を工夫させるためには、どのような手立てが必要ですか？ 

懐中電灯を揺ら

しながら左右に

動かすと、月明

かりが反射した

海の波のようで

きれいだ。 

【表れた光の感じからイメージを見出す児童】 
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「そうじはするべきだ。」と漠然と思っていても、なぜ

するとよいか、どうして必要かを理解するに至っている子

どもは少なく、それでは日常の実践にはつながりません。

そこで本時の汚れ調べでは、「かくれた汚れをさがそう」

という課題を設定し、細かいほこりや汚れをセロテープで

とり、視覚化できるようにしました。また、ほこりに含ま

れる細菌やダニの写真を提示し、体に悪影響を及ぼすこと

があるという科学的な根拠を伝えることで、そうじの必要

性について理解を深められるようにしました。この実感を

伴った理解によって、日常生活とつなぎながら、そうじの

仕方について主体的に考えることができると考えました。 

 

 

 

【本時の学習】 

 

場所や汚れと、そうじの仕方を関連 

付けて考え、日々の生活で自分なり 

に生かす方法を見出そうとする力 

 

 

 

  

 

題材の導入で、「どうして毎日そうじをするの?」と教師から問

いかけることで、毎日学校で何気なくそうじをしている場合が多

いことに気付き、「なぜ汚れるのか。」「どんな汚れがあるのか。」

など、疑問をもち始めました。そこで、「実際どんなふうに汚れて

いるのか、そうじ場所をもっとよく見てみよう。」と、観察の場を

設定しました。 

 

 

 

 

 

 

【題材について】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の流れ 

２ 「掃除場所探検」をする。       

３ 調べて分かったことを伝え

 合い、汚れの種類や汚れ方を

 話し合う。 

【主体的な学び】小学校第５学年 家庭科 題材「物を生かして 住みやすく」

１ 自らのそうじの体験を振り

 返り、なぜ毎日そうじをするの

 か、なぜ汚れるのかを考える。

Ｑ 家庭生活への関心を高め、学んだことを生活に生かそうする力を育むにはどうしたらいいですか？ 

本時、こんな力を育てたい 

＜学習後の児童の感想＞ 

身近にあるほこりを調べ

てみると、体に悪く、ダニが

いることが分かって汚いな

と感じました。そうじの工夫

をもっと考えて、汚いものが

体の中に入らないよう、そう

じの仕方を考えたいです。

Ａ 共通の体験的な活動が、実感を伴った理解につながるような工夫をしましょう。 

家庭での実践化につなげるために

は、「自分にもできそうだ」「家でも

いろいろやってみたい」という意欲

や態度を育むことが大切です。本題

材の指導にあたっては、気持ちよく

住まうという観点から、日常のそう

じを振り返ったり、そうじ場所の汚

れを観察したりするなどの体験的な

活動を位置付け、見付けたことにつ

いて科学的な根拠をもとに考える場

面を設定します。このことによって、

新たな発見につなげるとともに、家

庭生活をよりよくするために学んだ

ことを生かしたいという意欲を高め

たいと考えました。 

４ どんなふうにそうじをした

らよいか、調べる計画を立て

る。 

＜学習前の児童の姿＞ 

どうして毎日そうじをするのかな。きれいにした方が確かに

気持ちいいと思うから、そうじはやるべきだろう。 

終末の振り返りでは、

汚れとそうじの必要性に

ついて自分の言葉でまと

めました。きれいにする

には、場所や汚れとそう

じの仕方が関連している

ことに気付き、次の課題

解決への意欲をもつこと

ができました。 
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【授業の概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本時の学習】 

 

 

 

 「８かき（クロールで手だけを 8 回動かす）で、泳げる距離

を伸ばそう」という共通課題で学習を進めると、必ず「息が苦

しい」「息継ぎせずには泳げない」という言葉が児童から出て

きます。この言葉を裏返せば「息継ぎできれば距離が伸びる」

「息が続けばもっと長く泳げる」ということです。 

 児童の意識を息継ぎに向けることで、全員の共通課題として

「息継ぎ」の学習を進めることができます。高学年２年間の系

統を踏まえて、５年生では、「いつ息継ぎをするか」というタ

イミングに絞って学習を進めます。 

 

 
 

 児童が見つけた動きのこつを図のようなチェック表にする

ことが友達の動きを観察する際の視点になります。友達にチェ

ックしてもらった表を見ることで、自分では気付けなかったポ

イントに気付くこともできます。 

 

 

 

本時、こんな力を育てたい 

 記録の伸びの合計をグループ間で

競い合うことで、技能差に関わらず、

児童が主体的に学ぼうとする力 

 本時の流れ 

 

 運動している自分の姿は見えないため、イメージと実際の

動きには大きなズレがあることが多いです。体育の他領域で

はＩＣＴ等活用によって視覚化することができますが、水中

の動きを視覚化することは難しいです。 

そこでグループやペアの友達と見合いながら学習を進めま

す。単元を通して伸びの合計をグループ間で競い合うこと

で、自然にお互いの動きに関心をもち、見合ったりアドバイ

スし合ったりするようになります。 

１ クロールで続けて泳ぐため
の息継ぎのタイミングを見付
ける 

２ 模型等を使い、よりよい息
継ぎのタイミングを全員で予
想する。 

【主体的な学び】小学校第５学年 体育科 単元「クロール ～８かきンピック～」 

Ａ 児童が息継ぎへの課題意識がもて、全員で解決できるような学習場面を設定しましょう。 

Ｑ クロールの息継ぎを、主体的に学び合う中で身に付けるためにはどのような工夫がありますか？ 

３ グループごとに友達の動き
を見合いながら、姿勢が崩れ
ずに息継ぎできるタイミング
を見付ける。 

＜学習前の児童の姿＞ 

 息が苦しくなって続けて泳げない。いつ息

継ぎすれば続けて泳げるのだろう。 

＜学習後の児童の感想＞ 

「体の下から後ろに手があるときに、息継

ぎするといい」と教えてもらって、泳げる距

離が伸びたよ。 

【動きのこつチェックシート】 

４ 記録測定を行い、記録シー
ト（グラフ）に個人とチーム
の伸びを残す。 

水泳では、技能差や経験差から

共通課題を設定することが難しい

ことが多いです。そこで、泳げる距

離ではなく、伸びた(泳げるように

なった)距離を記録することで、全

員の興味や関心を高め、進んで学

習できるようになります。 

毎時間の記録を残す際に、グラ

フ化する等、視覚化することで伸

びが分かりやすくなり、さらに意

欲を高めることもできます。 

単元を通してグループ対抗にす

ることで互いの動きを見合ったり

アドバイスし合ったりするように

もなります。 
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 様子をくわしくする観点に沿っ

て、話すことの順序を考え、構成す

る力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本時の学習】 

 

 

 

 

 

教科書の例は、「始め」「中」「終わり」の三部構成になって

おり、それぞれ「したこと」「そのときの様子」「思ったこと」

をまとめています。前時では、題材を選んで「したこと」「思

ったこと」の 2 文で表現しました（【ワークシート①】）。 

ワークシート①を開くと「中」の部分が現れるようになっ

ています（【ワークシート②】）。「中」の部分を付け足すとス

ピーチの内容をくわしくすることができることに気付かせ、

本時は、「お話をもっとくわしくしよう」というめあてのもと、

交流の場を設定しました。 

 

 まず、教師が２文でモデルスピーチをし、児童の『話をも

っとくわしく聞きたい。』という気持ちを喚起した上で質問タ

イムを設定します。そして、「どこに行ったのですか？」など

の児童の質問から、「どこで」「何を」「だれと」「その時の気

持ち」など、スピーチをくわしくする観点に気付かせていき

ました。さらに、数名の児童のスピーチを同様に行うことで、

「いつ」「名前」「数」「大きさ」「形」など、他の観点も見つ

けることができるようにしました。 

続けて、見つけた観点から自分の題材に合うものを選び、

順番をつけさせました。子どもたちは、観点に沿ってスピー

チの内容を付け足して聞き合うことで、「中」をくわしく話す

良さを実感していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【対話的な学び】小学校第１学年 国語科 単元「はなしたいな ききたいな」 

Ａ 様子をくわしくする観点を子どもと一緒に考え、その観点に沿って思い出させま

しょう。 

＜学習前の児童の姿＞ 

夏休みの思い出をみんなに話したい

な。スピーチをくわしくするためにはど

うしたらいいのだろう。 

<学習後の児童の感想> 

友達に「くわしくなった

よ。」と言ってもらえて、う

れしかったよ。他のお話の

こともくわしくしてみんな

に話してみたいな。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の流れ 

１ スピーチの「始め」「中」

「終わり」の「中」をくわし

くすることを確認する。                    

 

２ 「中」をくわしくするため

に入れるとよい観点について

考え、出し合う。 

３ くわしくするために使いた

い観点を付け足し、スピーチ

を友達と聞き合う。 

４ 本時の学習を振り返り、他

の題材でも、必要な観点に沿

ってスピーチをしてみたいと

いう意欲をもつ。 

本時、こんな力を育てたい 

Ｑ スピーチの内容を子ども自身がくわしくするための、有効な手立てはありますか？ 

【２文のワークシート①】      【中を付け足したワークシート②】 
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・本事例では、３６人在籍学級を想定していますが、一つ

のグループの人数に合わせて取り上げる熟語数を調整

し、分担するようにします。 

・「へん」が具体的にどのように変化しているか、その観点

をあらかじめ共有しておく場合は、教科書に示されてい

る「土へん」について全体で調べる活動も効果的です。 

・同じ熟語同士で集まって調べた内容 

は、右のように半紙にまとめて、元の 

グループで伝える際の発表資料に活用 

します。また、毛筆で範書する場合に 

備え、担当した熟語を納得できるまで 

書く時間を設けることも考えられます。 

・グループに戻った際の発表では、質 

疑応答や付け足しなど活発な交流を促 

し、その様子を全体に紹介します。  【王へんの変化に関する資料】 

 

 

 

 
 
 

 

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本時の学 習】 

 

 

 

 

                      

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４年生で漢字辞典の使い方を学習することもあり、児童の

「～へん」に関する意識は大変高くなります。この好機に、

すべての児童が、「～へん」はどのように変化するか、生き生

きと伝え、活躍できるようにしたいものです。熟語を探す活

動でも、意欲的に漢字辞典を活用する姿が期待できます。（例

「木材・言語・日時・金銀・王球・米粒」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

  

 この後、全体で六つのへんの変化を比べ、共通する事項（右上

がり、右端がそろう等）を取り出し、「ゆずり合い」という原理・

原則を導きます。 

 

 

 

 

 

 

＜学習前の児童の姿＞ 

みんな、文字の整え方のきまり（原理・原

則）を見つけるのが早いなあ。いつももう少

しで、見付けられそうなんだけど…。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本単元の流れ 

グループ内で伝えるという目

的意識を持って漢字の部首の形

等について調べ、字形の整え方の

原理・原則を理解し、それに沿っ

て書く力 

１ 漢字辞典等を活用して、部

首（～へん、例：「木へん」）

と、元の漢字（例：「木」）で

構成される熟語を探す。                    

２ 熟語が６個（それぞれ別の

部首から作られたもの）集ま

ったら、それらを６人グルー

プ内で１個ずつ分担する。 

【授業の概要】 

限られた児童ではなく、すべて

の児童が活躍しながら学び合う

ところが、「対話的な学び」の視点

に立つ大きな意義だと捉えます。

そこで、いろいろなパターンがあ

る左右の部分の組み立て方に関

して、ジグソー学習形式が適して

いると考え、その可能性を探って

みた事例です。 

【本単元の学習】 

４ グループに戻り、調べて見

つけた変化をメンバーに伝

え、実際に毛筆で書いてみ

る。これを６個の熟語ごとに

順次進める。 

【対話的な学び】小学校第４学年 国語科（書写） 単元「漢字の組立て方（左右の部分）」 

３ 同じ熟語を担当した児童が

集まり、元の漢字とへんを比

べてどのように変化している

か話し合いながら調べる。 

Ａ 児童相互に役割分担し、ジグソー学習形式で学び合う活動を展開してみましょう。 

Ｑ 児童が目的意識をもって文字の整え方を調べ、それを生かすためにはどうすればよいですか？ 

本単元、こんな力を育てた

い 

＜学習後（１か月後）の児童の感想＞ 

・グループの友達が「なるほど」としっか

り聞いてくれたことを今でも覚えていま

す。 

・新しい漢字を習うとき、書写で発表して

くれた「へん」のある漢字も出てきて、

「このように変化するんだったよね。」
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 水産業は、食料を確保する重要

な役割を果たしていることに気付

くとともに、課題解決に向け、自

分ができることは何かを考える力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本時の学習】 

 

 

 

 

 

 

教科書の資料から、なぜ水産物の生産が減少し輸入が増加

しているのか、日本の水産業は持続可能な産業として成り立

っていくのか等の問いをつなげ、「島の水産業を活性化するた

めに、自分たちにできることは何か」という「学習のまとま

りを貫く課題」を設定しました。 

児童は、この課題を解決するためには、島の水産業の現状

を確かめ、関係者にアドバイスをいただく必要性を感じ、水

産業に携わる方々と対話しつつ課題を解決していきました。 

 

本単元の内容のねらいの一つは、水産業に従事している

人々の工夫や努力、水産業は食料を確保する重要な役割を果

たしていることに気付くことです。そこでまず、島の水産業

に関わるさまざまな取組を調べ、水産資源の保護や「のり」

養殖技術の改善、「島ハモのブランド化」等の工夫や努力に気

付いた上で、後継者不足や漁獲量の減少等の課題の克服に向

けて、自分たちにできることは何かを考えるようにしました。 

 児童は自分たちにできることとして、「島の水産物をＰＲす

るリーフレットをつくる」というめあてを設定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【対話的な学び】小学校第５学年 社会科 単元「地域をつないで見える日本の水産業」

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 解決に向けて地域の人々との対話が必要となる学習問題を設定しましょう。 

＜学習前の児童の姿＞ 

日本の食料生産は、国内自給率が低く

て輸入に頼っているんだな。 

水産物も例外ではなく、生産量が低下

して輸入量が増加しているな。 

１ 漁協でのインタビュー取材

をもとに、島の水産業の現状

を確認する。                    

２ 水産業者の努力や工夫に気

付くとともに、漁獲量の減少、

就労人口の減少など多くの課

題があることを知る。 

３ 水産業が活性化するために

島の水産業のよさやＰＲした

いことを探り、リーフレット

を作成する。 

４ リーフレットを基に全体で

交流していく中で、さらに認

識を深めるとともに、自分の

学びを振り返る。 

本時、こんな力を育てたい 

Ｑ 対話の対象を広げ、必然性のある対話にするにはどうすればいいですか？ 

【全体交流の様子】 

【島ハモを PR したリーフレット】 

本時の流れ 

＜学習後の児童の姿＞ 

島の水産業に関わる方々は、漁獲量の減少や後継者不足といった

課題と向き合い、養殖技術の向上や島ハモのブランド化等、さまざ

まな努力をしていて、食生活を支えてくれていました。これからも、

私たちの協力できることを考えていきたいです。 

【グループでの対話の様子】 

 リーフレットに何を載せ

れば、島ハモが有名になる

かな？ 

 島ハモのよさって何かな。

味？ 栄養？ 値段？ 
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 よりよい考えや事柄の本質につ

いて話し合うことを通して、思考過

程を表現したり多面的に考察した

りする力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【単元の概要】（全４時間） 

式の形に着目して数量や数量関

係を読みとり、計算の範囲を小数に

広げても同じように「分配・結合法

則」が成り立つことを理解するとと

もに、計算方法を発展的に考え活用

する単元です。 

本時は、個数を求める式を立て、

よりよい考え方やことがらの本質

について話し合う場を設定しまし

た。 

その後は、少数に数を広げて問題

場面に応じて式に表したり式の表

す意味を読み取ったりするように

しました 

 

 

 

 

【本時の学習】（２時間目） 

 

 

 

 

本時の学習課題を把握するために問題場面に関わる挿し絵

を提示し、いちごの個数の求め方は、一つではないことを知

らせ、興味をもたせました。そして、「工夫して、いちごの数

を求めよう」という学習問題のもと拡散的な思考を促し学習

を進めました。 

 

黒板に式と図をランダムに掲示することで児童が式と図を

対応させながら意欲的に説明できるようにしました。式と図

を結び付ける活動を通して、「式に表す力」「式をよむ力」を

伸ばしたいと考えました。 

自力解決した考えを説明するだけでなく、対話を通して分

かったことやきまりについて自分の考えを相互に説明し合

う活動を取り入れました。考え方は違うけれど答えは同じと

いう、計算の仕方に違いがあることに気付かせ、物事を多面

的・多角的に見ることの面白さやよさを実感することができ

ました。  

 

 

 

 

 

 

 

友達の考えを聞くことで、自分が気付いていなかった新し

い解決方法を見つけることができました。このように、他者

との対話を通して、自分の考えを広げ、思考過程を表現する

力や多面的に問題を考察する力が付くと考えます。 

 

 

 

【対話的な学び】小学校第５学年 算数科 単元「式と計算」 

Ａ 異なる考えを比較したり、問題場面を図や式と関係付けたりする場を設定しましょう。 

＜学習後の児童の感想＞ 

自分の考え方が一番いいと思っていたけ

れど、みんなの考えを聞くことで、自分が

思いつかなかった式もあったよ。 

本時、こんな力を育てたい 

Ｑ 対話を通して考えを広めたり、深めたりするにはどのような工夫がありますか？ 

本時の流れ 

４ 友達との交流を通して、互

いの考えを比較・検証するこ

とによって自分の考えを振り

返る。 

１ 学習課題を把握するために

問題場面に関わる挿し絵を提

示する。 

３ 全体で交流し、式の意味を

説明し合う。 

２ 自分の考えた方法で、●の

個数を求める。 

＜学習前の児童の姿＞ 

 これまでにも、図や式に表して考

えたことがあったよ。図を囲みなが

ら考えればよく分かりそうだね。 

 
 

【図と式をつなぎ、互いの考えを比べる対話】 

多様な考え

方があること

に気付く。多面

的・多角的にも

のごとを見る。

異なる考えか

らよい考えを

導き出す。 
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 乾電池２個の場合のつなぎ方を

考え、電池同士がつながっている極

や配線の形態に注目して、回路の違

いを捉えようとする力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本時の学習】 

 

 

 

 

 

 

①多様な考えが出るよう、自由試行の場を設定する。  

 児童が｢もっと○○した

い！｣と願いをもてば、自

然と対話も活発になる。単

元の最初に自由試行の場

面を設けることで自分な

りの課題や疑問が生まれ、

それを解決したいと更に意欲を高めることができた。 

②自分の考えをモデル図として可視化させる。 

 全ての児童に自分なりの意見を持たせるため、乾電池やモーター

のモデル図を操作させながら考えさせた。具体物や半具体物を操作

することで考えをもちやすくなる児童が増えた。 

 

 

 

 

 

③モデル図をもとに、考えの相違に着目して分類させる。 

 本時では出てきたつなぎ方に

対して、同じつなぎ方だと思うも

のを集めた。同じだと思う理由を

問い返すと、｢回路が分かれてい

ないから。｣等と理由をつけて答

えた。また分類したつなぎ方の共

通点を問い返すと｢二つの電池が

＋極とー極でつながっているもの

ばかりだ。｣と答え、二つのつなぎ

方への理解が深まった。単元を通

して見ると、教師が問い返さなく

ても、児童同士でやりとりをする姿が増えた。 

【対話的な学び】小学校第 4 学年 理科 単元「電気のはたらき」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の流れ 

＜学習前の児童の姿＞ 

・自分のハンディファンを｢もっと速く、もっと長い時間｣回し

続けたいな。 

・乾電池２個にすれば願いがかなうかもしれない。 

Ａ 対話を通して意見の共通性に注目させ、クラス全体で考えながら分類しましょう。 

プラマイつなぎ 

ひょうたんつなぎ 

＜学習後の児童の感想＞ 

 

本時、こんな力を育てたい 

Ｑ 児童の多様な考えをまとめるにはどうすれば良いのですか？ 

１ 乾電池２個の場合、どのよ

うにつなげば回路になるかを

考える。                  

２ 考えた回路を発表し合い、

仲間分けをする。 

４ 本時を振り返り、感想や新

たな疑問等を書く。 

３ つなぎ方の特徴が分かるよ

うな名前を考える。 
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Ａ グループ編成や思考ツールを工夫しましょう。 

Ｑ 主体的な対話を促すために、どのような工夫がありますか？ 

【対話的な学び】小学校第４学年 総合的な学習 単元「宇多津大好き！ 自然にやさしく 人にやさしく」

本時、こんな力を育てたい 

【単元・授業の概要】 

 地域を流れる大束川の環境問

題を探究することを通して、環境

保全や自然愛護の考え方と実践

力を育てる単元です。 

 本時は、大束川をごみから守る

ためのアイデアを考えます。主体

的な対話を促すために、互いの学

びが生かせるグループ編成、集め

た情報の比較・関連付けを支援す

る思考ツールを取り入れました。 

＜学習前の児童の姿＞  

大束川に一番多かったごみは、ペットボトル

だったよ。地域の人に協力してもらいたいけ

ど、町の人や役場の人は、大束川のごみのこと

をどう思っているのかな。 

 

 

 

 

対話を通して、収集・分析した情

報を比較・関連付けながら、目的に

応じた新しい考えを生み出そうと

する力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本時の学習】 

 

 

 

 

 

 

児童は、大束川のごみ問題について地域の人の協力を得る

ため、「大束川のごみの実態」「町の人の意識」「役場の取り組

み」の三つの実態調査チームに分かれて情報の収集・整理・

分析に取り組んできました。得られた情報は、カードにして

グループに配布されています。 

 

グループ編成の工夫 

グループでの話し合いは、一つのグループに三つの実態調

査チームから各２名ずつが集まり、計６名程度で行いました。

グループの中では、自分とは違うチームの友達に、興味のある

情報について質問をしたり、自分の調査内容をアピールした

りすることで、様々な方向から解決策を吟味することができ

ました。 

対話を活性化する思考ツール 

各調査チームから寄せられた情報カードの中から、大束川を

きれいにするために活用できそうなものを選びました。そして、

それらを作業シートの上に並べることで、必要な情報が焦点化

され、大束川を守るための新しいアイデアが生み出されました。

全体交流の場では、根拠と自信をもってそれらを提案すること

ができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜学習後の児童の感想＞  

町が計画しているクリーン作戦に、若い人にも協力

してもうために参観日に宣伝したいです。ごみに興味

をもってもらうために「リサイクル祭り」を開くのは

よい考えだと思いました。 

本時の流れ 

１ 大束川のごみ問題について

各調査チームが収集・分析・

報告した情報を振り返る。 

２ グループに分かれ、寄せら

れた情報を活用して、大束川

をごみから守るためのアイデ

アを話し合う。   

３ 全体で、各グループから提

案されたアイデアについて質

問や意見交流を行う。 

４ 本時の学習を振り返り、こ

れからの「ごみなっしープロ

ジェクト」の活動に見通しを

もつ。 

【作業シート・情報カード】 【積極的に対話する児童】 
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 友達と一緒に歌ったり、音楽に合

わせて体を動かしたりして拍の流

れを感じ取る力 

【授業の概要】 

 友達と一緒に遊びながら歌う楽し

さや喜びを味わう活動を通して、我が

国に伝承されているわらべうたのよ

さや面白さに触れる題材です。 

本時は、わらべうた「おちゃらか」

を通し、友達との一体感を味わいなが

ら、いろいろな速度で音楽に合わせて

遊ぶ喜びを味わうために、「対話的な

学び」の視点から授業づくりを工夫し

ました。歌や遊び方、ルールを知るこ

とで、日本のわらべうたのよさや、面

白さに触れることができると考えま

した。 

 

 

 

 

【本時の学習】 

 

 

 

 

 まずは、歌に集中するように、動きを付けずに歌を歌いま

した。そして、手本を参考にして、「おちゃらか」の遊び方を

確認しました。 

 そこで、「わらべうたをうたってたのしもう」という本時の

めあてのもと、交流の場を設定しました。 

 

 二人組になり、徐々に速度を上げながら繰り返すようにし

ました。しかし、勝ち負けにこだわってしまい、一連の動作

を正確にできない児童もいました。 

 そのような児童には、全体交流で発表している二人組の遊

び方に着目させ、二人の息を合わせる、二人のリズムや速さ

を合わせる、止まらないようにする、正確にするなどに気付

くようにしていきました。 

 このような対話的な学びを通し、児童は速度の変え方の工

夫をしたり、遊ぶ人数を変えたりして、友達と一緒に全身で

わらべうたを歌って楽しく遊ぶことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【対話的な学び】小学校第１学年 音楽科 題材「にほんのうたをたのしもう『おちゃらか』」 

Ａ 友達と一緒に考えたり、比べたりする交流を設定しましょう。 

＜学習前の児童の姿＞ 

遊び歌は楽しいな。でも、「かったよ」

のところが、そろわないよ。 

＜学習後の児童の感想＞ 

友達と息とリズムを合わせると、どんな

スピードでも「おちゃらか」はできるよ。 

三人でもできることが分かったから、人

数を増やしてみよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の流れ 

１ 「おちゃらか」の遊び方を

知る。                    

２ 二人組になって、自分たち

で決めた速度で歌って遊ぶ。 

 

３ 速度の変え方を工夫し、発

表し合う。 

４ 友達との交流を通して、

「おちゃらか」の遊び方につ

いて振り返る。 

本時、こんな力を育てたい 

Ｑ 音楽活動を中心に互いの考えを広めたり深めたりする対話を実現させるためには

どのような工夫がありますか。 

【全体交流の後、速度を工夫】 
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なりたい生き物を詳しく思い描くためには、「どんな体」

「どんな場所」「どんなことをする」の三つの観点から想像

することが大切だと話し合いました。それらの観点を基に、

友達とさまざまな質問をし合うことで、自分が想像してい

なかったことも考えるようになり、イメージが深まること

を例示しながら確認しました。 

その後、絵に表していく際に児童は、「どんな体」「どん

な場所」「どんなことをする」の三つの観点を明確に意識

しながら、表現の工夫を考えていくことができました。ま

た、友達の生き物を見る際にも、それらの観点から質問し

たり、表し方のよさを見つけたりするようになり、交流の

内容が深まりました。 

 製作と交流の場所を区切り、製作中に友達と交流する必

要のある児童は自由に交流の場所へ行って話をしてもよい

ことにしました。そうすることで、製作に没頭したい児

童、友達と質問し合ってイメージを深める等交流したい児

童、それぞれのニーズに合わせるようにしました。また、

交流の場所には、想像の手助けとなる資料写真等を複数掲

示し、それらを参考にしながら交流したり、イメージを深

めたりできるようにしました。 

 

 
 
 

 

 自分が描きたい生き物は、どんな

体の特徴で、どこに住んでいて、ど

んなことをするのか等、対話を通し

てイメージを深める力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【授業の概要】 

 不思議な秘密の卵から生まれる、

自分がなりたい生き物を想像して

絵に表す題材です。 

 本時は、自分が思いついた生き物

の特徴や住んでいる場所等を具体

的に思い描くために、友達と質問し

合う場を設定しました。そうするこ

とで、生き物のイメージがより深ま

ると考えました。 

 

 

 

【本時の学習】 

 

 

 

 

 

 まず、自分の生き物を詳しく想像して絵に表したいという

思いを表出させ、学習のめあてをもたせました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【対話的な学び】小学校第２学年 図画工作科 題材「ひみつのたまご」 

Ａ 明確な観点をもたせて、必要なときに自由に交流できる場を設定しましょう。 

＜学習前の児童の姿＞ 

ぼくは強い竜になりたいんだ。強い感

じにしたいから、どんな体の竜にするか

詳しく考えよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の流れ 

１ 秘密の卵から生まれる生き

物を詳しく想像して、絵に表

したいというめあてをもつ。 

２ 「どんな体」「どんな場所」

「どんなことをする」を基本

に、友達とどのような質問を

し合うかを全体で確認する。 

３ 質問し合いたい児童は交流

し、製作をしたい児童は製作

することを共通理解し，それ

ぞれに製作をする。 

４ 友達との交流を通して、自

分のイメージが深まったこと

を振り返る。 

本時、こんな力を育てたい 

Ｑ 共に考えを深め合う対話を実現させるためにはどのような工夫がありますか？ 

【３つの観点を明確に示す板書】 

＜学習後の児童の感想＞ 

友達と質問し合うと、自分

の生き物がどんどん進化し

て、想像がふくらみました。

話し合う前よりいい生き物

になりました。 
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日本の伝統的な日常食である 

ご飯とみそ汁について学ぶ題材 

です。基本のみそ汁の調理に加 

え、自分の考えたみそ汁の調理 

を行うことで、家庭生活をより 

よくしようとする実践力を養お 

うと考えました。 

みそ汁一皿の中の実を工夫す 

る学習を行うことで、第６学年 

での１食分の献立作りへと学び 

がつながっていきます。 

 

しかし、交流では、感想の交流になってしまうグループも 

ありました。そこで、全体交流では、前時のワークシートを 

把握しておき、意図的指名で児童の意見をコーディネートし 

ながら、本時に気付いてほしい視点（「色どり」「旬」「栄養 

のバランス」）を表出させ、各視点が明確になるように板書 

していきました（下写真）。その際、児童自身が「その視点 

について、自分はどうだったか。」と確認したり、友達と互 

いの実の組合せについてアドバイスし合ったりしながら、自 

分自身の見直しの視点につなげていきました。 

  

 
 
 
 

                  【本時の学習】 

                  

 

 

  前時までに「家族のためのみそ

汁」の計画を立て、計画に基づい

て、自分の考えた実を使って試し

の調理を行いました。グループの

友達の作ったみそ汁も試食し、感想を付箋紙にメモをしておく

ようにしました。実際に調理することで、新たな視点に気付き、

修正点を見付け、友達に伝えたいという意欲を高めました。 
 

   

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  全体で「色どり」「旬」「栄養のバランス」の視点を再確認す  

ることで、児童は各視点から確実にみそ汁の実を見直すことが 

できました。また、それぞれの視点について、どんな実がある 

か実物を用意することで、色どりや旬をイメージできるように 

しました。 

              

 

 

 

 
 

 

【対話的な学び】小学校第５学年 家庭科 題材「食べて元気！ご飯とみそ汁」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の流れ 

Ｑ 児童の対話から、本時身に付けさせたい知識・技能を焦点化していくためには、

どのような支援が効果的でしょうか。 

Ａ 意図的指名で意見をコーディネートし、見直す視点を板書に明示しましょう。 

本時、こんな力を育てたい 

２ 全体で交流し、視点を増や

したり、広げたりする。 

これまでもっていた視点を増 

やしたり広げたりして、自分の考 

えを修正し再構築する力 

３ 新たな視点で、自分のみそ

汁の実を見直す。 

４ 見直した実を交流して自分

や友達の良さを見付けたり、

本時を振り返ったりする。 

【授業の概要】 

＜学習前の児童の感想＞ 
 家族や自分が好きな実を組み

合わせたよ。 

【本時の板書】 

１ 前時に行ったみそ汁の試し

の調理について交流し、実の

工夫を見付ける。 

＜学習後の児童の感想＞ 

家族の好きな組合せだったけれ

ど、「旬」「色どり」「栄養バランス」

を考えて、にんじん、じゃがいも、

わかめに変えました。家でも早く

作ってみたいです。 

【本時の提示物】 

【本時のワークシート】 
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【授業の概要】 

 

 

 

【本時の学習】 

 

 まず、グループで記録を伸ばしていく中で、目標記録に近付

くにつれ、どうしてもバーを落としてしまったり跳べなくなっ

たりと思い通りの跳躍ができなくなってきます。技能向上を図

る際、確実により高く跳べるポイント（知識）を学習する必要

があります。 

 そこで、理想の動き方をもとに、「踏切から着地」「助走から

踏切」と動きを区切って、焦点化されたポイントを学習します。

また、助走のリズムを声に出し、「トン・トン・ト・ト・トン」

などの口伴奏で共通理解を図ることで、自分や友達に合う助走

のリズムにも気付くことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 一人一人の伸びがグループ全体の伸びにつながることから、

グループ全員がお手玉で示した適切な踏切位置と着地位置を

確認したりラインテープや口伴走で助走のポイントを見付け

たりできました。協同的に学ぶことで、苦手な児童も得意な児

童も一緒になって課題解決することができました。 

 

 

 

 

 

本時、こんな力を育てたい 

個人の伸びを得点化し、グループ

の合計点で競争することで、協同的

に課題解決していく力 

 本時の流れ 

「走り高跳び」では、自分の記録

の伸びや目標とする記録の達成を

目指すために、リズミカルな助走

から強く踏み切って跳ぶことがで

きるように学習します。 

陸上運動は個人の記録の伸びに

学習が焦点化されがちです。そこ

で、集団化を図り、グループで競い

合ったり学び合ったりする場を設

定して、協同的な学習を保障しま

した。また、課題を明確にする手だ

てを準備し、グループで児童が解

決していく活動を考えました。 

＜学習前の児童の姿＞ 

バーに当たってしまうよ。高く跳ぶために、

何をどうすれば良いのだろうか。 

 

 体育学習では、瞬時に消えていく運動の軌跡を視覚化して

いくことが必要となります。ICT を活用することで、映像で

残すことができますが、より焦点化するためには簡易な教具

で即座に示すことが重要です。 

 児童だけで課題を解決していくために、操作しやすく、再

現性の高いものが準備できれば、自然と関わりや学び合いが

生まれます。 

【対話的な学び】小学校第６学年 体育科 単元「チーム走り高跳び～higher＆higher」～」 

１ より高く跳べる秘密を見付
ける。 

２ 理想的な跳躍と比較し、課
題を焦点化する。（見る視点を
明確にするために、教具など
で視覚化する。） 

Ａ 運動の軌跡を視覚化し、児童がいっしょに学び合える協同的な学習の場面を設定しましょう。 

【適切な踏切位置と着地位置】 

Ｑ 運動の課題解決に向けて、主体的に対話できる授業を創るにはどのような工夫がありますか？ 

＜学習後の児童の感想＞ 

友達とお手玉を使って、自分に合った踏

切場所を見付けたから、高く跳べるように

なったよ。 

３ グループでの協同的な学習
を通して、それぞれが課題解
決を図る。 

【助走の方向及び 
「トン･トン･ト･ト･トン」のリズム】 

４ 記録測定を行い、グループ
の伸び（個人の伸び）を表や
グラフに残す。 
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 「伝えたいこと」がよく分かるよ

うに、目的に応じてあらすじをまと

める力 

【授業の概要】 

世界の話を読み、目的に応じてあ

らすじをまとめて紹介する単元で

す。「はりねずみと金貨」で書き方の

基本を学び、習得した力をおすすめ

の本の紹介で活用しました。 

あらすじとは、心に残ったことを

中心に、話の内容を短くまとめた文

章です。同じ話を読んでも個々の感

想は異なります。「伝えたいこと」が

明確になれば、あらすじも違ってく

るはずです。本時は、あらすじを入

れた紹介カードが「伝えたい」内容

になっているか見直しました。    

 

 

 

【本時の学習】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「伝えたいこと」があら 

すじにうまく表現できてい 

ないが、自分では気付いて 

いない児童も多くいた。 

そこで修正が必要なカー 

ド（教師作成）をもとに、 

見直しのポイントを確認し 

ていった。 

 同じ国の話を読んで、 

内容を把握している児 

童でグループを作り、 

アドバイスがしやすい 

ようにした。 

 チェックポイントを 

活用し、自分や友達と 

対話しながら評価し合 

うことで、主体的に見 

直し、あらすじのまと 

め方を深く学ぶことが 

できた。 

 

 

 

 

 

 

【深い学び】小学校第３学年 国語科 単元「世界の物語をしょうかいしよう」

Ａ 伝えたいことを明確にして、それが伝わるか確認しながら学び合わせましょう。 

＜学習前の児童の姿＞ 

「はりねずみと金

貨」で学習したことを

生かして、おすすめの

本のあらすじを書い

てみました。 

最初は、若い夫婦を

中心人物と考えて書

いてみたけれど、人物

の変化や「伝えたいこ

と」がうまく表現でき

なくて困ったな。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の流れ 

１ 修正が必要な紹介カード

（教師作成）を基に、見直し

のポイントを確認する。          

２ 「伝えたいこと」がよく分

かる紹介カードになっている

か、チェックポイントを基に

学び合う。 

３ 同じ国のグループの友達か

らもらったアドバイスを基に

紹介カードを見直す。 

４ 自分が初めに書いたカー

ドと比較し、「伝えたいこ

と」がよく伝わるようにな

ったか振り返る。 

本時、こんな力を育てたい 
あ
ら
す
じ
シ
ー
ト 

【チェックポイントと友達のアドバイス】

【伝えたいことを明確にして見直した紹介カード】

【市の図書館に掲示】 

＜学習後の児童の感想＞ 

チェックやアドバイスをもとに見直し、何

でも百倍にする瓶が中心人物だと気が付きま

した。瓶を主語にして書くと、変化もよく分

かりました。「伝えたいこと」を詳しく書い

たので、友達からもよく分かると言ってもら

えました。あらすじが自分で書けるようにな

って、うれしかったです。 

Ｑ あらすじのまとめ方を深く学ぶためには、どうすればよいですか？ 
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・上記の平仮名について、児童のノート等からコピーを集め

ておきます。ここから、はねの有無双方の事例を「あるな

しクイズ」形式で提示し、着目できるようにします。 

・「なぜはねるのか」という問いが児童から出されるように、

先のクイズの事例で自分はどちらで書いているか確認する

ことも有効です。そして、問いに対して多くの児童が自分

の考えをもつための十分な時間の確保が重要になります。 

・「次の点画に向かうためのはね」という観点から、はねの方

向が不適切な事例や正しくない筆順で書かれた事例を検討

することを通して、「点画のつながり」を意識することによ

り、整った字形になることを実感できるようにします。 

 

 

 
 
 

 

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本時の学 習】 

 

 

 

 

                      

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平仮名のはねについては、厳密には字源をもとにした「か」

の一筆目のみと捉えられています。ただ、本事例では、筆順

にそって書き進める過程において、自然な筆記具（毛筆にお

ける穂先）の動きから生じたいわゆる「筆意のはね（はねだ

し）」も含めて扱っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本事例では、上記の平仮名について、あえてはねを強調して

示すことで、適切な方向につなぐとともに正しい筆順で書いて

いることが確認できるようにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

＜学習前の児童の姿＞ 

平仮名を書き始めたころから、そのときに

見た文字ではねるかどうか決めていたなあ。

印刷文字でも、はねはいろいろだよね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の流れ 

【深い学び】小学校第５学年 国語科（書写） 単元「ひらがなの点画のつながり」 

Ａ 「はね」の意義や適切な方向など、「なぜ」を考える活動を充実させましょう。 

Ｑ 点画のつながりの大切さについて、どのように理解を促していけばよいですか？ 

３ はねの方向によってどのよ

うな筆順で書かれたか分かる

ことを、日常書いている平仮

名を通して確かめる。 

＜学習後の児童の感想＞ 

・これまでは、何も考えずにはねていたけ

ど、次の点画へつなぐという大切さがよ

く分かりました。筆順とも関係している

ことにはびっくりしました。 

・印刷文字の平仮名で、「き・さ・り」など

つながっている理由がわかりました。 

１ 児童が日常書いている平仮

名のうち、はねの有無を比較

して、はねる意味を考える。 

２ はねが、次の点画に向かう

ために生じていることを理解

し、ここから適切な方向につ

いて、日常書いている平仮名

を通して確かめる。 

本時、こんな力を育てたい 

「なぜ、はねるのか」などと具

体的に考えることを通して、点画

のつながりの大切さを理解し、文

字を書く活動に生かす力 

【本時の学習】 

【授業の概要】 

字形を整える際に「点画のつな

がり」という書く過程に着目する

ことは、書写の特質に応じた見

方・考え方につながります。本事

例は、この重要性を理解する、つ

まり、「深い学び」となるように、

児童の氏名と関連させて「はね」

を取り上げました。なお、次の点

画に向かってはらう場合にも広

げることができます。 

４ 児童の氏名を表す平仮名の

うち、はねがある（あっても

よい）文字を確かめ、点画の

つながりを意識して書く。 

対象となる平仮名（表記フォント：HG 教科書体） 

い  う  え  か  き  け  こ  さ  せ       

た な  に  は  ふ  ほ  や  ら  り 
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 天皇を中心とした政治が確立さ

れたことを、身近な地域の歴史か

ら深く学び、地域の伝統や歴史を

大切にしようとする力 

 

 

 

 

 

 【授業の概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本時の学習】 

 

 

 

 

 

 

「天皇を中心とした政治は、讃岐の国でも進められていた

のか」という学習問題を設定し、学習問題に対する予想をマ

グネットの位置で表示させました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの予想を基に、何について調べたらよいかを整理し

ました。そして、「仏教とお寺」「税を運ぶ道」「役所と役人」

の三つの事象について調べようということになりました。 

教材を作るに当たって、身近な地域の遺跡や文化財を、歴

史の大きな動きとどうつなげれば児童の深い理解につながる

のかを、教師自身が明確にもっておくことが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【深い学び】小学校第６学年 社会科 単元「天皇中心の国づくり」 

Ａ 主な歴史的事象と身近な地域の遺跡や文化財をつないだ教材を作りましょう。 

＜学習問題に対する児童の予想＞ 

ア 力を持った天皇や貴族は都に住んでいるから 

イ 讃岐の人々が税を納めていたり、讃岐に役所があっ

たりしたら進められていると言えるが、分からない 

ウ お寺は全国各地にありそうだから 

＜学習後の児童の姿＞ 

○私たちの生活する地域に国府があり、讃岐国の中心であったことに驚きました。いつも、

近くにある石碑は何だろうと思っていたけれど、やっと謎が解けました。 

○讃岐国にも国分寺があるので天皇中心の国造りが進められていたと予想したけれど、お寺

だけでなく、役所や南海道という都に続く道が作られていたり、綾川が国府と港をつなぐ

役割をはたしていたりしたことが分かりました。古代の人の知恵はすごいと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の流れ 

１ これまでの学習を振り返

り、学習問題をつくる。                   

２ 考えの基となる資料を読

み取り、自分の考えをまとめ

る。 

３ それぞれの考えをグルー

プ内で発表し、その後に話し

合ったことをもとに自分の

考えをまとめる。 

４ 身近な地域の歴史や自分

の生活とつないで、本時の学

習を振り返る。 

 

本時、こんな力を育てたい 

Ｑ 日本の歴史や伝統への理解や関心を深めるにはどのうような工夫がありますか？ 

ア 
イ 

ウ 

【香川県埋蔵文化財センターより】 

＜学習前の児童の姿＞ 

 天皇を中心とした国造りや仏教の力を借りた政治が 

行われていたよ。でも、道路や橋が整っていなかった 

時代に、四国などの遠い場所まで天皇の政治や仏教の 

教えは届いていたのかなあ。 

 いつも通ってい

る道が、昔の国道

だった。この道を

通って都まで税を

運んだのかなあ。 

国府推定地 
香川県埋蔵文化財センター 

開法寺跡 

綾川 

推定南海道

 なるほど、この

地域は讃岐の国

のほぼ真ん中に

あるし、綾川を利

用すれば海まで

すくだなあ。 
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図形の構成要素に着目して立体

図形を捉え直し、平面と立体を往還

しながら立体図形の特性を見いだ

す力 

 

【単元の概要】（全１２時間） 

 単元前半では、直方体・立方体の

展開図を作図する活動を通して、図

形の構成要素に着目しながら、立体

図形の性質について調べていきま

した。 

 単元後半では、立体図形に触れな

がら、その特徴や性質を整理してい

きました。 

 

 

 

 

【本時の学習】（５時間目） 

 

 

 

 

 

立方体の展開図を考える際には、構成要素とその関係に着

目させるとともに、具体物の操作を通して考える活動を設定

しました。 

また、既習事項を教室に掲示しておくことで、本時の課題

解決のヒントとして生かせるようにしました。 

 

 組み立てると、一面足りなかったり、面が重なったりす

る展開図を提示し、正しく立方体にするための改善方法を

考えさせました。また、直方体と立方体の共通点を、本時の

課題解決に生かせるようにするために、それぞれの図形の

構成要素に着目させました。  

自力解決の場面では、辺や面のつながりや位置関係を念

頭で考えて、ノートの方眼を利用して展開図をかかせる活

動を取り入れました。また、考えた展開図を、すぐに表出で

きる教具（下写真）を取り入れることで、平面と立体を往還

できるようにしました。 

面や辺などの図形の構成要素に着目することで、立体図

形の捉え直しができ、深い学びとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【深い学び】小学校第４学年 算数科 単元「直方体と立方体」 

Ａ 立体を展開したり、展開図から立体をつくったりする活動を通して、辺や面がどうな

るのかを確かめてみましょう。 

＜学習前の児童の姿＞ 

直方体の時のように垂直や平行に気

を付けると、立方体の展開図がかけそ

うだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の流れ 

１ 立体の辺どうしの関係に着

目することで、学習への見通

しをもつ。 

２ 不完全な展開図をもとに、

完全な展開図にする方法を考

える。 

４ 直方体の展開図と比べなが

ら、立方体の展開図をまとめ

る。 

３ ２の活動での気付きを基に

様々な展開図を考え、グルー

プや全体で交流する。 

本時、こんな力を育てたい 

Ｑ 事象に潜む規則性を見付け出し、楽しみながら深く学ぶにはどんな工夫がありますか？ 

【平面と立体を往還して考える児童】 

＜学習後の児童の感想＞ 

向かい合う面は隣にこないことが分かりま

した。隣り合う面を移動させることで、違う展

開図になることも分かりました。 
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た。 

 

 
 
 

 

 既習事項の磁石の性質と比較し

ながら、電磁石に電流を流した時の

電流の向きと電磁石の極性につい

て考える力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本時の学習】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【既習事項をもとに予想を立て、実験方法を考える】 

 

 

 

  

 

 

（考えた実験験方法の説明） （実験方法を写真でノートに貼る） 

 上のように、既習事項を基に、小ホワイトボードに必要な

実験材料の図を用意しておき、それを使って、グループごと

に予想を確かめる実験方法を話し合うようにしました。話合

いにおいては、回路を操作して、実験方法を確認できるよう

にしました。 

また、個人のノートにも同様のものを貼り、確認しやすい

ようにしました。 

 

【電磁石の極の性質について実験を行い、実験結果

をグループでまとめる】 

 

 

 

 

 

 

（実験結果を回路図へ書き込み）  （図に記入し結果を視覚化） 

 実験方法を示したホワイトボードの回路図の中に、各グル

ープでの実験結果を書き込むようにさせ、視覚的に分かりや

すいようにしました。 

【深い学び】小学校第５学年 理科 単元「電流が生み出す力」 

＜学習前の児童の姿＞ 

電磁石は電流を流すと磁石と同じように鉄を引き

寄せる性質があることが分かりました。 

電磁石も磁石と同じように N 極や S 極があるのか

な。実験して確かめてみたいな。 

＜学習後の児童の感想＞ 

電磁石にはＮ極、Ｓ極はないと

予想していたけれど、実験してみ

ると磁石と同じようにＮ極、Ｓ極

がありました。電流の向きを変え

ると極が反対になりました。 

本時、こんな力を育てたい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の流れ 

３ グループごとの実験結果を

発表し、全体で交流し、考察

する。 

２ 電磁石の極の性質について

実験を行い、実験結果をグル

ープでまとめる。 

４ 電磁石に電流を流した時の

極性についてまとめ、振り返

りを書く。 

１ 電磁石に電流を流した時の

極性について既習事項から予

想をたて、それを基に考えた

実験方法を発表する。    

Ａ 既習事項と結び付けて考えることができるような教材を用意しましょう。 

Ｑ 児童の深い学びを実現するためにどのような工夫がありますか？ 
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地域の一員として、地産地消を広

げるために、自分たちができること

を話し合い、解決策を考え出す力 

【授業の概要】 

「食」という視点から、地域の人や環境を

探究する単元です。特に、本単元では「地産

地消」をキーワードとして、地元の食材をも

っと知ってもらうために自分たちにできる

ことについて考えていきました。 

本時は、「地産地消を広げるために、○○し

たらいいのではないか」という児童の思いを、

より実現可能なものにするために、思考ツー

ルを用いて思考の可視化を図りました。課題

を「見える化」することで、多様な考え方と

照らし合わせることができ、さらなる学習意 

欲の向上にもつながりました。 

 

 

 

【本時の学習】 

 

 

 

 

まず、児童は、これまでの学習や生活経験から、香川県産の食材

を食べてもらうための方法について考えました。アイデアを広げる

ために、「地元の食材を食べてもらうためのアイデアチャート」を活

用し、考えを整理しました（下写真①）。 

  

次に、出てきたアイデアから自分たちにできることを選び、まと

めていきました。「全校生や地域のお店に宣伝するためにポスターを

かく」「お店に香川県産のコーナーをたくさん作ってもらう」「給食

を残さない」「給食だよりで呼びかける」など、多様な考えが出まし

た。そこで、児童が選ぶ視点として、「それほど時間がかかりすぎな

い」「効果的かどうか」「食材のよさやおいしさが伝わるか」「自分た

ちにできるか」の四つを挙げ、それぞれにマトリックス表にまとめ

ました。そして、交流の結果、「香川県産の食材を生かしたお弁当を

作ろう」という意見にまとまりました（下写真②）。 

 しかし、まだ今後の見通しがもてず、「弁当を作る」ことがイメー

ジできずに意識が高まっていない児童もいました。そこで、児童に

とって身近なところ（学級→学年→全校→家庭・地域）から、地産

地消を広げていくよう声かけを行い、「まずは、給食で出してもらえ

る弁当を考えていこう」という解決策にたどり着きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【深い学び】小学校第６学年 総合的な学習の時間 単元「再発見！ 香川の食のすばらしさ」 

Ａ 思考ツールを活用し、それぞれの考えを可視化して擦り合わせ、集約していく場を設定しましょう。 

＜学習前の児童の姿＞ 

地産地消を広げるために、自分たちにで

きることは何だろう。考えはあるけれど、本

当にできるかどうかは分からないな。 

＜学習後の児童の感想＞ 

初めは何をどうすればよいか分からな

いところがあったけれど、地産地消を広げ

るためにお弁当作りをすることはとても

いい方法だと思いました。自分たちのオリ

ジナル弁当を作るのが楽しみです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の流れ 

１ 地産地消を広げるための解決

策について、自分の考えをまと

める。 

２ 根拠を説明しながら、自分た

ちができる効果的な方法につい

て全体で意見を交流する。 

３ これからどのように学習を進

めていくかについて話し合い、

今後の計画を立てる。 

４ 本時の学習を通して、地産地

消を広げるための解決策につい

て自分の考えを振り返る。 

本時、こんな力を育てたい 

Ｑ 児童の考えや思いを基に、学びを深めていくためにはどのような工夫がありますか？ 
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 複数の音楽の要素を関連付けな

がら、自分の思いや意図を表現し、

伝えようとする力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本時の学習】 

 

 

 

 

 

 前時までに学んだ言葉の抑揚だけでは、自分たちの思いや

意図が十分伝わらないというつまずきから、「歌詞の様子を伝

えるためにどんな工夫をすればいいか」という学習課題が児

童の中から起こってくる。そこで、声楽家の演奏を鑑賞する

ことで、「強弱」「速度」「歌い方」の三つを変化させるとよい

と考え、本時はそれらを用いて、自分たちの思いを伝える活

動へとつなげていく。 

  

児童が自分たちの思いを 

手掛かりに工夫を考えてい 

く際に、実際の表現と思い 

や意図が乖離
か い り

しがちになる。 

そこで教師が「伝えたいこ 

とが伝わっている？」と問 

いかけることで、右図のよ 

うなサイクルが生まれてく 

る。理解することと実際の学びがイコールになるために必要

な過程である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【深い学び】小学校第５学年 音楽科 題材「詩と音楽を味わおう『待ちぼうけ』」 

Ａ 要素を相互に関連付けて思考できる活動を行いましょう。 

＜学習前の児童の姿＞ 

「待ちぼうけ」のお話はおもしろ

い！だけど、このまま歌うだけでは、う

まく伝わらないなあ。 

本時、こんな力を育てたい 

Ｑ 自らの思いや意図を表現させるためには、どのような工夫がありますか？ 

＜学習後の児童の感想＞ 

 言葉の抑揚を意識することで言葉 

がよく伝わり、強弱や速さ、歌い方 

を工夫することで、様子や気持ちを 

伝えることができたよ。この学びを 

他の学習でも生かせるかな？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の流れ 

１ 前時までの学習を振り返り

学習課題を設定する。                    

２ 歌詞の様子を表すために、

「強弱」「速さ」「歌い方」を

工夫する。 

３ グループごとに発表を聴き

合い、ふせんで互いに評価し

合う。 

４ 学習を振り返り、前時から

の変化をまとめる。 

問 歌詞の様子を伝えるために

どんな工夫をすればいいか？ 

歌詞の内容
や曲想

表現の
工夫

実際の音

自分たちの思いや意図が
表れているかどうかが、吟
味する基準となっていく。 

 児童は本時の学習を通して、要素

同士をつなぎ、言葉の抑揚を意識し

て「強弱」「速さ」「歌い方」を変化

させることで、自分たちの思いや意

図を伝える手段を身に付けること

ができた。 
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 互いの見方を認め合いながら、感

じたことを話し合う活動を通して

より深く作品を鑑賞する力 

 

【授業の概要】 

 前時に自分の気持ちをいろいろ

な形や色で表現した「心のもよう」

カードを、グループで分類しながら

鑑賞する題材です。 

 最初に、他のグループの友達が製

作したカードを、あえて「喜怒哀楽」

の四つに単純に分類することによ

り、それだけではない、いろいろな

感情の表現に気付くことができる

ように工夫しました。 

 この活動を経て、その後の教科書

に載っている人物像等のアート作

品の鑑賞でも、共有した視点で捉え

る見方が生かされました。 

 

 

 

【本時の学習】 

 

 

 

 

                   

   【心のもようカード】 

 

 

 

 

 

 始めはクイズ感覚で楽しみながら分類していきますが、グ 

 

 

 

グループで分類を進めていくうちに、喜怒哀楽だけではな

い感情の表現に気付いていきます。子どもが見付けた心の動

きを「その他」として認めていくうちに、色の組み合わせか

ら感じるイメージの違いなど、互いの見方のよさを認められ

るようになっていきます。 

 しかし、交流を通しても自分の見方にこだわる児童もいま 

した。そこで、形や色、線の感じなど、造形的な視点で分類

し、一つの視点について、多様な 

感じがあることを、具体 

的な理由とともに話し合 

わせることにより、同じ 

表現をいろいろな見方で 

見取ろうとするようにな 

りました。 

 

 

 

 

 

 

 

【深い学び】小学校第５学年 図画工作科 題材「カードを使って 感じを見つけよう」 

 

Ａ 視点を限定した交流を設定し、感じを表現する条件を共有させましょう。 

＜学習前の児童の姿＞ 

形や色、ぬり方を工夫したから、

楽しい感じやイライラした気持ち

が表現できたよ。友達のカードはど

うかな。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の流れ 

１ 自分たちがつくった心のも

ようカードを、形・色・線の

感じに注目し、喜怒哀楽に分

類する。                    

２ グループで提示された気持

ちに一番ふさわしいカードを

選ぶ。 

３ 友達や自分の見方のよさや

面白さを見つけ、伝え合う。 

 

本時、こんな力を育てたい 

Ｑ 鑑賞活動で互いの見方を深めさせるためにはどのような工夫がありますか？ 

 友達の製作した「心のもよう」カードを、喜怒哀楽に分類

しようとした時に、怒りと悲しみの混じった感じのカードは

どこに置けばよいか戸惑う児童がいました。他の児童に聞く

と「間におくとよい」という意見が出ました。そこで、板書

に四つの感情の円を重ねながら枠を書くと、「これは線がぎざ

ぎざしているから、怒りに近いのでは。」などと、詳しく吟味

しようという姿勢が生まれました。 

 

【黒板に分類した「心のもよう」カード】 

 

＜学習後の児童の感想＞ 

初めは赤や黄色でうれしそうな感じと思って

いたけど、○○さんの「いろいろな丸がとびは

ねているから、わくわくした感じ」という意見

を聞いて、何かを楽しみにしている感じもある

のかなと思いました。 
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【実験:色で涼しさは変わるのかな？】 

【自分の工夫を検証】 

 

 
  
 
 

 夏と冬の衣服を比較して、それ

ぞれの特徴や着方の違いを見出し、

自分の生活に生かそうとする力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

夏を涼しく、快適に暮らすため

の工夫について、衣生活と住生活

を関連付けながら捉えていく題材

です。 

本時では、まず２月の記録と現

在の様子とを比較し、冬と夏の衣

服の特徴や着方の違いを見出して

いきました。次に、衣服の長さ、

色、布地等によって、涼しさにど

のくらいの違いがあるのか、実験

を通して実感できるようにしまし

た。既習の「涼しい住空間の工夫」

を想起させることで、「風通し」と

「日よけ」が共通した工夫の観点

であることを捉えられると考えま

した。 

 
        
 

【本時の学習】 

 

 

 

 

 

 

前日の放課後に着ていた私

服をワークシートに書き出し

た後、２月に記録しておいた

ワークシートと比較させまし

た。枚数、長さ等の違いによって、どのくらい涼しさに効果

があるのか、子どもたちが疑問をもち始めたところで、実験

の場を設定しました。 

 

 「〇〇すると涼しい」と感覚的に分かっていても、その理

由を理解し、より効果的な方法を意図的に実践している児童

は多くありません。日常的に何気なく行っている、衣服の選

び方や着方の工夫の効果を科学的に裏付けることで、生活の

中で生きて働く知識・技能として定着させたいと考えました。 

その際、自分の肌で感じたり、数値で比較したりすると、

涼しくするための工夫の効果をより実感できます。 

そこで、ドライヤーと傘袋

を使って通気性の違いを確か

めたり、帽子の内外を放射温

度計で測ったりする実験、右

の写真のような色違いの手を

着用する実験を行いました。

視覚的・感覚的に捉えたり、数値で確かめたりすることで、

涼しさには、布の色や素材、日よけの有無も関係しているこ

とに気付き、季節や状況に合わせた快適な着方について理解

を深めることができました。 

 
 
 
 
              

【深い学び】小学校第６学年 家庭科 題材「夏のくらしを快適に」 

Ａ 実感を伴った理解により、多面的な視点をもたせるようにしましょう。 

Ｑ よりよい生活を目指し、課題の解決法を考えさせる有効な手立てはありますか？ 

＜学習前の児童の姿＞ 

着やすくて手近にある服

を適当に組み合わせて着て

いる。半袖、短パンにすれ

ば涼しくなるよ。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の流れ 

１ ２月頃に着ていた衣服と現

在（夏）の衣服の枚数や長さ、

形などを比較する。                    

２ 夏と冬の衣服の特徴、着方

の違いを表にまとめる。 

本時、こんな力を育てたい 

＜学習後の児童の感想＞ 

何気なく服を選んでいたけれど、布地や

枚数、色が変わるだけでこんなにも涼しさ

に違いが出て驚きました。風通しや日光も

意識して私服を選ぶようにしたいです。 

４ 涼しい着方の工夫を短い言

葉でまとめる。 

３ 涼しい着方の工夫の効果に

ついて、実験で確かめる。                   

【授業の概要】 

【２月に記録しておいたワークシート】 
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感覚つくりの運動ができるようになったら器械運動特有の

「できばえ」のレベルを上げるように助言します。「できばえ」

を意識することで、技が上手くなったり、美しくできるように

なったりします。「できばえ」の視点は児童と一緒に創るとよ

り効果的です。 

【できばえの視点】 

〇体を大きく使う（手を遠くに着く、足が伸びている、など） 

〇なめらか（音がしない、ゆっくりから速くなる、など） 

〇見栄えがよい（指先まで伸びている、膝が閉じている、 

着地がピタッと止まる、など） 

 本時の流れ 

 「マット運動」では、基本的な

技を安定して行ったり、その発展

技を行ったり、それらを組み合わ

せたりすることができるように学

習します。 

 感覚つくりの運動からスモール 

ステップで学習していくことで、 

技に必要な技能や知識を身に付

け、それらを活用して、効率的で

美しい動きを探究していく授業を

構想しました。また、単元終盤に

発表会や競技会を設定することで

演技（連続技）の構成についても

学習していくことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【授業の概要】 

 

 

 

 

 

                                

                      

 

 

 

  

 

 

 

 

 

【本時の学習】 

 

 

 

 

  

いきなり難しい技を扱うと運動の苦手な児童は、技ができる

までに時間がかかり、マット運動の楽しさを味わうことができ

ません。いきなり技を扱うのではなく、技につながる感覚つく

りの運動から学習していくことが大切です。簡単な運動で成功 

体験を積みながら、技能や知識を身に付けることで意欲が高ま

り、既習事項を活用して新しい技に取り組むことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時、こんな力を育てたい 

【深い学び】小学校第６学年 体育科 単元 マット運動「D スコアより E（イイ）スコア」 

１ 感覚つくりの運動のやり方 
 がわかる。 

２ グループでお互いの動き
を見ながら、感覚つくりの
運動の「できばえ」を上げ
ていく。 

Ａ 簡単な感覚つくりの運動から取り組むことで、深い学びへとつなげることができます。 

Ｑ 技の習得時間を短縮し、活用・探究まで到達させるためには、どのような工夫がありますか？ 

３ 感覚つくりの運動の「でき
ばえ」が上がったら、技の難
易度を上げて挑戦する。 

４ 難易度を上げてできたら、
その難易度で技の「できば
え」を上げていく。 

＜学習前の児童の姿＞ 

マット運動が苦手な僕には、できない技ば

かりでおもしろくない。 

感覚つくりの運動は簡単にできるから、お

もしろくない。 

＜学習後の児童の感想＞ 

感覚つくりの運動をしているうちに、技ができ

るようになったよ。 

「できばえ」を意識すると、簡単な技も上達し

ていることを教えてもらったから、おもしろい。 

【補助倒立前転につながる感覚つくりの運動】 

① 跳び箱の上に足を乗せた状態からの補助倒立 

（段を下げていくと補助倒立に少しずつ近づけることができる） 

② 手押し車から前転 

（手押し車の足を持つ位置を「腰→胸→顔→頭」と段階的に高くする

ことで、倒立前転に近付ける） 

 簡単な感覚つくりの運動だからこそ、児童全員ができ、で

きた動きがどう技につながっていくかを発見していく授業

になりました。また、「できばえ」を意識することでマット運

動が得意な児童も意欲的に何度も運動に取り組む姿が見ら

れました。「できる」を保障したからこそ児童の思考が活発に

なり、技能も高めることができました。 

 感覚つくりの運動で習得した知識

や技能を新しい技と関係付けて考え

たり、動きの質を高めたりする力 



− 32ー

Ⅲ おわりに 

 

 「 今 ま で の 自 分 の 授 業 で 大 丈 夫 。」  

そ う 思 わ れ る 方 も い る か も し れ ま せ ん 。  

 

し か し 、「 自 分 が 知 ら な い こ と を 知 っ て い る 自 分 の 方 が 賢 い 」と 話 し た ソ ク ラ テ ス

の よ う に 、今 一 度 、「 主 体 的・対 話 的 で 深 い 学 び 」の 視 点 か ら 自 分 の 授 業 を 謙 虚 に 振

り 返 り 、 授 業 改 善 に 取 り 組 ん で み ま し ょ う 。  

 

子 ど も た ち の 夢 と 笑 顔 の あ ふ れ る 授 業 を め ざ し て ・ ・ ・ 。  
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